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成田ゆかりの人物伝（21）【伊藤公平】

伊
藤
公
平
（
い
と
う
　
こ
う
へ
い
）

成
田
市
押
畑
に
生
ま
れ
る
。
国
学
院
大
学
を
卒

業
後
、
教
員
生
活
を
送
る
。
長
く
千
葉
市
に
在
住

し
、
千
葉
県
で
異
色
な
文
人
と
し
て
活
躍
す
る
。

戦
後
押
畑
に
帰
り
、
文
化
活
動
に
専
念
す
る
。

豊
住
小
・
豊
住
中
・
西
中
・
成
田
国
際
高
校
の

校
歌
の
作
詞
者
で
、
晩
年
、
成
田
市
民
憲
章
制
定

委
員
会
会
長
を
務
め
た
。

「
子
を
思
う
親
の
心
も
わ
か
ら
な
い
馬
鹿
息

子
ほ
ど
親
は
可
愛
ゆ
き
」
公
平
77
歳
の
正
月

に
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。

著
名
な
文
化
人
で
あ
っ
た
公
平
が
、
有
能

で
立
派
な
要
職
に
就
い
て
い
る
息
子
の
こ
と

で
、
何
が
不
足
に
思
わ
れ
た
の
か
、
家
族
が

知
ら
な
い
う
ち
に
書
き
残
し
て
い
た
ユ
ー
モ

ア
作
家
の
一
面
で
あ
る
。

伊
藤
公
平
は
、
明
治
34
年
（
一
九
〇
一
）

７
月
28
日
、
印
旛
郡
八
生
村
押
畑
17
番
地

（
現
成
田
市
押
畑
）
に
父
総
平
（
歌
人
・
成
田

女
学
校
書
記
）、
母
よ
ね
の
一
男
二
女
の
長
男

と
し
て
生
ま
れ
た
。

大
正
８
年
（
一
九
一
九
）
年
３
月
、
地
元

の
成
田
中
学
校
（
現
成
田
高
校
）
を
卒
業
し

て
国
学
院
大
学
に
進
ん
だ
。

少
年
時
代
か
ら
体
が
弱
か
っ
た
公
平
は
、

た
く
ま
し
い
農
村
の
子
供
た
ち
の
中
に
あ
っ

学
生
時
代
か
ら

文
学
や
絵
画
に
親
し
む

て
ヒ
ョ
ロ
ッ
と
し
た
晩
年
の
ス
タ
イ
ル
そ
の

ま
ま
の
風
貌
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た

虚
弱
な
体
質
は
お
の
ず
と
文
学
や
絵
画
に
親

し
む
傾
向
の
青
年
に
な
っ
て
い
た
。
特
に
国

学
院
大
学
在
学
中
に
国
学
者
で
歌
人
の
佐
佐

木
信
綱
や
折
口
信
夫

し
の
ぶ

、
武
田
祐
吉
な
ど
の
著

名
な
教
授
の
授
業
に
接
し
て
、
文
学
の
素
養

を
深
め
、
さ
ら
に
自
分
の
才
能
の
好
む
所
は

漫
画
で
あ
る
と
し
て
川
端
画
学
校
（
明
治
42

年
創
立
）
に
通
い
、
油
絵
修
業
に
励
ん
だ
。

し
か
し
、
父
親
か
ら
「
絵
で
メ
シ
は
食
え
な

い
。
き
ち
ん
と
学
業
に
励
め
」
と
し
か
ら
れ
、

教
職
の
道
を
選
ん
だ
。

大
学
卒
業
後
、
安
房
郡
南
三
原
の
安
房
農

学
校
に
就
職
し
た
。

や
が
て
千
葉
県
立
高
等
女
学
校
に
転
勤
し
、

こ
こ
で
は
６
カ
年
勤
務
を
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
こ
ろ
か
ら
公
平
は
、
当
時
政
治
漫
画
で

名
を
な
し
て
い
た
岡
本
一
平
（
画
家
岡
本
太

郎
の
父
）
や
、
池
部
釣ひ

と
し
（
俳
優
池
部
良
の
父
）

に
師
事
し
、
昭
和
３
年
、
公
平
は
こ
う
し
た

人
々
に
推
さ
れ
て
日
本
漫
画
会
会
員
と
な
っ

漫
画
に
熱
中
し
、
学
校
を

転
勤
さ
せ
ら
れ
る

た
。
こ
の
年
、
長
男
の
雅
敏
が
誕
生
し
、
２

年
お
い
て
長
女
叡
子
が
生
ま
れ
た
。

昭
和
６
年
、
公
平
は
突
然
茂
原
の
長
生
中

学
校
へ
転
勤
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
理
由
は
、

「
教
師
で
あ
り
な
が
ら
漫
画
に
熱
中
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
不
謹
慎
極
ま
る
」
と
い
う
の

が
公
表
さ
れ
な
い
理
由
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
千
葉
か
ら
１
時
間
を
要
す
る
茂

原
通
い
も
、
通
勤
の
合
間
に
は
文
筆
、
画
筆

を
楽
し
む
機
会
と
な
っ
た
。

昭
和
７
年
、
県
立
女
子
師
範
学
校
教
諭
に

栄
転
し
、
こ
こ
で
10
年
間
勤
務
を
す
る
。
２

年
後
、
今
度
は
県
外
教
育
視
察
（
今
日
の
教

育
研
修
）
を
命
ぜ
ら
れ
信
越
方
面
へ
出
張
し

た
。
昭
和
10
年
、
母
よ
ね
が
55
歳
の
、
ま
だ

こ
れ
か
ら
と
い
う
年
齢
で
突
然
逝
去
し
た
。

昭
和
16
年
、
公
平
は
39
歳
で
教
員
生
活
に

終
わ
り
を
告
げ
た
。

や
わ
ら
か
き
胸
の
ま
ろ
み
を
見
つ
つ
い
て
先

生
わ
れ
は
さ
び
し
か
り
け
り

（
大
正
14
年
）

か
へ
り
み
て
十
八
年
は
長
か
り
き
瞼
に
浮
か

ぶ
教
え
子
の
顔

（
昭
和
16
年
） 生家の裏山に建つ公平の歌碑
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同
年
４
月
千
葉
市
の
兵
事
課
長
に
就
任
し
た
。

折
し
も
同
年
12
月
８
日
、
日
本
は
太
平
洋
戦

争
に
突
入
し
た
。
公
平
の
任
務
は
時
の
軍
司

令
部
か
ら
の
電
話
を
受
け
て
そ
れ
を
召
集
令

状
と
し
て
本
人
に
伝
達
す
る
職
務
で
あ
っ
た
。

昭
和
18
年
、
戦
争
の
さ
な
か
で
父
総
平
が

亡
く
な
り
、
20
年
７
月
千
葉
市
が
Ｂ
29
の
空

襲
で
、
市
街
地
の
大
半
が
焦
土
と
化
し
た
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
一
家
は
押
畑
の
家
に
戻

っ
た
。

昭
和
23
年
、
戦
後
の
行
政
改
革
、
民
主
化

の
時
代
を
迎
え
、
児
童
福
祉
法
が
施
行
さ
れ

制
度
が
進
む
中
で
、
公
平
は
千
葉
県
中
央
児

童
相
談
所
長
に
任
命
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
戦

後
の
混
乱
期
の
社
会
で
浮
浪
児
や
非
行
少
年

の
続
出
に
対
し
、
こ
う
し
た
少
年
少
女
の
救

済
に
つ
と
め
る
責
任
者
と
し
て
、
６
年
間
を

過
ご
し
て
い
る
。
育
っ
た
環
境
は
異
な
っ
て

も
人
の
子
に
対
す
る
思
い
は
平
等
に
と
公
平

は
ど
ん
な
子
も
分
け
隔
て
な
く
子
供
た
ち
の

心
に
通
う
あ
た
た
か
い
指
導
に
励
ん
だ
。

昭
和
29
年
、
公
平
は
長
い
間
携
わ
っ
て
き

た
教
員
、
公
務
員
と
い
う
堅
苦
し
い

公

の
つ
く
仕
事
を
離
れ
て
奈
良
屋
百
貨
店
社
長

で
著
名
な
俳
人
で
も
あ
っ
た
杉
本
郁
太
郎
に

招
聘

し
ょ
う
へ
いさ

れ
、
同
社
嘱
託
と
な
っ
た
。
こ
れ
は

俳
人
と
し
て
の
杉
本
が
歌
人
と
し

て
の
公
平
と
相
通
ず
る
長
い
交
友

関
係
が
あ
り
、
同
百
貨
店
社
報

『
寧
楽

な

ら

』
の
編
集
を
引
き
受
け
て
い

た
実
績
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

同
じ
こ
ろ
、
千
葉
県
農
協
中
央
会

か
ら
も
嘱
託
の
依
頼
が
あ
り
、
同

会
の
会
報
発
行
も
手
伝
う
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
う
し
た
き
っ
か
け
で

公
平
は
、
県
内
官
公
署
を
中
心
と

し
て
一
部
民
間
企
業
も
含
め
た
広

報
紙
な
ど
の
編
集
者
を
集
め
、
千

葉
県
編
集
者
協
議
会
を
組
織
し
同

会
会
長
を
20
年
間
に
わ
た
り
務
め

る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

そ
の
下
地
は
古
く
、
大
正
12
年

著
名
な
文
化
人
と
し
て

認
め
ら
れ
る

頃
、
県
庁
内
の
社
会
教
育
の
機
関
雑
誌
「
千

葉
県
青
年
処
女
」
の
短
歌
の
選
者
に
始
ま
り
、

昭
和
７
年
に
は
東
京
日
日
新
聞
（
現
在
の
毎

日
新
聞
）
千
葉
県
版
の
「
房
総
文
苑
」
欄
の

短
歌
の
選
者
と
あ
わ
せ
て
千
葉
日
報
の
短
歌

部
門
の
選
者
と
な
り
、
幅
広
い
分
野
で
房
総

歌
人
の
指
導
、
育
成
に
努
め
て
き
た
こ
と
に

あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
成
田
市
を
は
じ
め
各

地
に
短
歌
教
室
を
設
け
て
の
指
導
に
あ
た
り
、

の
ち
の
千
葉
県
歌
人
ク
ラ
ブ
も
創
設
以
来
長

期
に
わ
た
っ
て
代
表
を
務
め
た
。
公
平
は
一

躍
県
内
の
著
名
な
文
化
人
と
し
て
遇
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
活
動
の
中
心
に
は
常

に
短
歌
が
あ
っ
た
。

一
方
、
公
平
は
師
の
岡
本
一
平
が
朝
日
新

聞
に
連
載
し
て
い
る
社
会
時
評
を
読
ん
で
、

漫
画
の
面
白
さ
だ
け
で
な
く
そ
こ
に
添
え
ら

れ
た
漫
文
の
面
白
さ
に
惹
き
つ
け
ら
れ
て
い

た
。
自
分
も
い
つ
か
は
そ
う
し
た
作
品
を
作

っ
て
み
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
独
自
の
「
一
コ
マ
漫
画
」
を
発
表
し
、

こ
こ
に

ユ
ー
モ
ア
作
家
伊
藤
公
平

の
名

が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

こ
の
公
平
の
実
績
の
陰
に
は
、「
一
コ
マ
漫

画
」
に
短
文
を
書
き
添
え
た
昭
和
16
年
か
ら

昭
和
57
年
頃
に
及
ぶ
41
年
間
の
『
日
々
是
好

日
』
と
名
付
け
ら
れ
た
膨
大
な
絵
日
記
が
あ

公
平
漫
画
の
原
点
は

41
年
間
に
及
ぶ
絵
日
記

っ
た
。
そ
こ
に
は
人
の
目
に
見
え
な
い
所
で

の
公
平
の
精
進
が
あ
り
あ
り
と
残
さ
れ
て
い

て
驚
嘆
の
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ
た
。

こ
の
間
に
一
般
誌
へ
の
寄
稿
、
投
稿
さ
れ

た
文
章
は
無
数
に
あ
る
が
、
出
版
し
た
著
書

も
11
冊
を
数
え
る
。
随
筆
集『
女
生
徒
』（
昭
和

17
年
刊
）、『
娘
友
達
』（
出
版
禁
止
）、『
卒
業

前
後
』（
昭
和
17
年
刊
）、『
お
役
人
』（
昭
和
27

年
河
出
書
房
刊
）、『
役
人
族
』、
新
書
版
の
流

行
に
よ
り『
課
長
夫
人
』『
月
給
袋
』を
農
業
新

聞
か
ら
出
版
。
歌
と
随
筆『
無
名
歌
人
』（
昭
和

44
年
毎
日
新
聞
千
葉
支
局
編
集
、
奈
良
屋
刊
）

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
短
歌
の
旅
』『
ア
ラ
ス
カ
・
北
米

紀
行
』（
昭
和
48
年
刊
）
ユ
ー
モ
ア
読
物『
部
落

半
世
紀
』（
昭
和
51
年
千
葉
日
報
社
刊
）。

こ
う
し
て
公
平
は
、
昭
和
46
年
秋
、
千
葉

県
か
ら
文
化
功
労
賞
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、「
明
る
い
選
挙
推
進
」
の
功
に
よ

り
、
藍
綬
褒
章
を
受
け
て
い
る
。

晩
年
、
公
平
は
、
成
田
市
民
憲
章
の
制
定

委
員
会
会
長
と
な
り
、
そ
の
任
を
果
た
し
、

市
民
の
た
め
の
交
通
安
全
音
頭
を
作
詞
し
て

地
元
奉
仕
に
心
が
け
、
文
筆
活
動
は
毎
日
歌

壇
の
選
者
の
み
の
仕
事
と
し
て
い
た
が
、
昭

和
59
年
３
月
９
日
、
83
歳
で
文
人
一
代
の
生

涯
を
終
え
た
。
逝
去
後
、
敬
愛
す
る
親
父
の

た
め
に
と
、
息
子
雅
敏
に
よ
っ
て
ひ
そ
や
か

に
自
宅
の
庭
に
歌
碑
が
建
て
ら
れ
た
。

さ
わ
や
か
に
日
は
の
ぼ
り
た
り
御
社
の

庭
う
つ
く
し
き
老
松
の
影

公
平

（
文
中
敬
称
略
）

昭和39年県庁で県内ニュースに出演の一コマ『日々是好日』より


